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　八ッ場ダムは 2020 年 3 月に竣工した。ダム計画が初めて公表されたのは 1952 年，事業予算が初
めて計上されたのは 1967 年であったから，半世紀以上を経て首都圏の治水と利水を目的とした国
家プロジェクトがようやく成就したことになる（1）。
　とはいえ，総貯水容量 1 億 750 万㎥の八ッ場ダムは，ダム湖の規模としては全国一の徳山ダム
（岐阜県）の 6 分の 1 以下，利根川上流の国直轄 7 ダムのうち 3 番目，全国のダムの中で 50 番以下
でしかない。その八ッ場ダムが注目されたのは，事業費が膨れ上がり，全国のダムの中で突出して
高額（2）になったからである。





　2009 年 9 月に発足した民主党政権は，ムダな公共事業の象徴として「八ッ場ダム中止」を政権
公約に掲げ，ダムやスーパー堤防など大型事業優先の河川行政を見直す方針を打ち出した。しか
（1）　ダム堤は完成したが，道路，地域振興施設等のダム関連事業は 2020 年度も続いている。





抱える問題を俎上に載せることはなかった。八ッ場ダムは 2011 年 12 月，事業継続が決まり，全国
の他のダム事業も同様の経過を辿ることになった。
　2015 年に八ッ場ダムの建設（本体工事）が始まると，国土交通省関東地方整備局は建設現場を














振興に関する特別措置法案」（5）として 2012 年 3 月に閣議決定されたものの，同年 12 月の政権再交
代で廃案となった。



















　八ッ場ダムの貯水池は浅間山の火口から直線距離で 20 ～ 30 ㎞の位置にある。過去の浅間山の大
噴火の中で，特に八ッ場ダムが建設された吾妻川の流域に大きな影響を及ぼしたのは，約 2 万 4 千
年前と 1783（江戸時代・天明 3）年の大噴火である。


















の上流端（JR 吾妻線の長野原草津口駅周辺）までは，直線距離で 12 ㎞余である。　　　　　











　中和事業は，群馬県と埼玉県の県境にある叶山から石灰を搬入し（草津工場：約 50 ～ 56 t ／日，
香草工場：約 12 t ／日）（6），吾妻川支流の湯川など強酸性の 3 河川に石灰乳を投入し，3 河川が合流
する品木ダムで中和生成物を沈殿させた後，pH5 ～ 6 となった上澄みを下流へ流す仕組みである。














いるダムの 1 つである。品木ダムでは土砂の浚渫を行い，土砂流入量を減らすため貯砂ダムを 3 基




めてきた。すでに A 土捨て場（11 万㎥），B 土捨て場（12 万㎥）は満杯になり，2007 年より C 土
捨て場（約 33 万㎥）を使用している。環境基準を超えるヒ素を含有する浚渫土砂を処分できる範

























（8）　2017 年 9 月に品木ダム水質管理所にヒアリング。
（9）　草津町の 2019 年度の入り込み客数は 327 万 1646 人（草津町ホームページ）。
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（3）　名勝・吾妻峡




































　群馬県が生活再建案を策定するために 1979 年に行った調査によれば，水没住民は 340 世帯 1,170
人，このうち川原湯地区が 201 世帯 623 人，川原畑地区が 79 世帯 307 人と，両地区が水没住民の
約 8 割を占めた（次頁表 1）。
　川原湯地区には 800 年の歴史を誇る川原湯温泉がある。ひなびた湯治場であったこの温泉街が発




　長野原町誌によれば，川原湯温泉の観光客数は昭和 35 ～ 40 年は 10 万人前後であったが，41 年
八ッ場ダム（渡辺洋子）
11
に 20 万人に倍増し，44 年には 26 万人を超えた。最盛期には旅館 20 軒のほか，飲食店，遊技場，
商店が軒を連ねる山あいの歓楽街に発展していた。
（2）　水没住民のダム反対闘争
　1960 ～ 70 年代，水没地域では 8 割の住民がダムに反対し，激しい反対闘争が展開された。川原
湯温泉は地域経済の中心であり，反対闘争の核でもあった。





















川原畑 79 79（ 29） 6（ 3） 31 2　　 40（ 26） 307 307 6.2ha 11.9ha
川原湯 201 201（109）18（9） 44（26） 16 6（1）117（ 73） 623 623 2.5　 9.6　
林 103 20（  2） 4 　　 9 7（  2） 424 82 0.8　 17.5　
横壁 47 15　　　 11 1　　 3　　　 225 66 0.8　 7.3　
長野原 392 25（  4） 1 5　　 19（  4） 1,442 92 1.5　 2.0　
計 822 340（144）18（9） 54（29） 68 14（1）186（105） 3,021 1,170 11.8　 48.3　
　　注：カッコ内は借地・借家世帯数。







　1985 年，長野原町と群馬県は生活再建案をもとに覚書を締結し，翌 1986 年，地元選出の中曽根
康弘首相の政権下で八ッ場ダムの基本計画（事業費 2110 億円，工期 2000 年度）が告示された。建
設省は 1986 年以降，水没予定地を河川予定地に指定（1986 年），現地調査に関する協定（1987 年）
を経て 1992 年，地元自治体（長野原町と東吾妻町（10））と八ッ場ダムに関する基本協定を締結する。
　しかし，1994 年に始まったダムの関連工事は大幅に遅れ，八ッ場ダムの基本計画は 5 回変更（工
期延長 3 回，増額 2 回）された。
（3）　自然環境の破壊
　国土交通省の報告書（11）によれば，八ッ場ダム事業地には群馬県のレッドデータブックに「絶滅















　第 1 節（1）で述べたように，八ッ場ダムの水没地は 1783（江戸時代・天明 3）年の浅間山噴火















　発掘調査は 1994 年に始まった。当初予算は約 66 億円，調査対象面積は 57 万㎡であったが，最
終的に予算は約 137 億円，調査対象面積は 101 万㎡となった。2017 年の群馬県と国土交通省の協
定文書（第 5 回協定変更）によれば，発掘対象は 66 遺跡であった（12）。
　八ッ場ダム事業では多額の予算と 26 年の歳月をかけて発掘調査が行われてきたが，ダム事業の
工程に合わせ，試験湛水開始直前の 2019 年 9 月に水没地の調査を終了した。発掘調査の主体と



















　1992 年に長野原町が正式にダム計画を受け入れた後，建設省は 1997 年には代替地へ移転可能と
（12）　試掘の結果，実際の発掘調査の対象は 60 遺跡となった。
（13）　「文化関係者らアピール，八ッ場ダム予定地の遺跡保存求める科学者の会に呼応」https://yamba-net.org/2326/，
2020 年 10 月 19 日最終閲覧。
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説明したが，実際に代替地が完成し分譲手続きが開始されたのは，予定より 10 年遅れ，川原湯地




　1979 年の群馬県の調査によれば，水没住民は 340 世帯であったが，住民との個別補償交渉が完
了した 2019 年 3 月末の国交省資料によれば，最終的に補償対象となった水没住民は 290 世帯で
































没 4 地区（川原畑，川原湯，横壁，林）の児童が通う長野原第一小学校は，2019 年，児童の減少
により 2020 年度の廃校が決まった。




7200 万円，国庫補助金／約 2 億 4500 万円，利根川流域一都四県の負担金／約 1 億 5600 万円）を
かけて新校舎が建設されたが，移転当時は約 50 人であった生徒数が 2019 年には 17 人に減少した。
　JR 川原湯温泉駅は 2014 年 10 月に水没地から代替地に移転した。かつては川原湯温泉と名勝・
吾妻峡の最寄り駅として観光客で賑わったが，JR 東日本の公表データによれば 2019 年度の乗客数
は 1 日平均わずか 18 人となっている。これは JR 東日本管内で下から 7 番目の少なさである（15）。川
原湯温泉駅は東京・上野発の特急草津の停車駅であったが，2017 年 3 月のダイヤ改正で普通列車
のみの停車となった。





























































2009 年までの自民党政権下 6 億円弱 3 箇所
2011 年のダム検証（民主党政権）
　①地すべり対策 110 億円 11 箇所
　②代替地の安全対策 40 億円 5 箇所
2016 年の基本計画変更（事業費増額）
　①地すべり対策 96 億円 5 箇所
　②代替地の安全対策 44 億円 5 箇所
2019 年 9 月（公開質問への国交省回答）
　①地すべり対策 無回答 5 箇所
　②代替地の安全対策 無回答 3 箇所
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　国土交通省の開示資料によれば，川原湯温泉の維持管理費は，2016 ～ 18 年度は合計 5185 万円




・温泉の配湯施設は，老朽化に伴い適宜更新が必要。温泉揚湯のために 5 セット 10 基のポンプが
設置されているが，ポンプの更新費用は高額である。


















　ダム湖では 2020 年 7 月より長野原町が運営する水陸両用バス（購入費：約 1 億 3000 万円）が運
航している。長野原町はこのほか，観光船 2 隻も発注済みという。




流域 1 都 4 県（東京，埼玉，千葉，茨城，群馬）が水源地域対策基金事業として拠出した。しか
し，今後の運営・維持管理費は地元が負担する。
　長野原町では，八ッ場ダム完成後は毎年，ダム所在交付金を国から受け取るが，交付金の収入が












ら公社構想を拒絶していたことを長野原町に明かした。さらに 2009 年には，八ッ場ダム 3 事業の















































普及等による 1 人当たりの水道用水使用量の減少と漏水率の低下である。首都圏 6 都県の上水道の
1 日最大給水量は，2015 年度にはピーク時 1992 年度の 82％まで低下した。今後は人口減少により，
水需要の減少が加速するのは必至である（次頁図 6）。
　東京都では，バブル景気が終わった 1992 年度に 617 万㎥／日あった 1 日最大給水量が 2019 年度
には 459 万㎥／日まで減少し，この 27 年間の減少量は 158 万㎥／日である。一方，利根川および
荒川水系でダム等の水源開発事業が進められた結果，東京都の保有水源は 694 万㎥／日となり，水





とす洪水期（7 月 1 日～ 10 月 5 日）は 2500 万㎥に縮小する。渇水が発生し，利水ダムを必要とす
るのは夏期（洪水期）だが，夏期利水容量でみると，八ッ場ダムは利根川水系の国と（独）水資源
（21）　利根川と渡良瀬川の合流点周辺における群馬県の板倉ニュータウン開発。
（22）　1952 年 6 月 29 日付け毎日新聞群馬版。タイトルは「吾妻渓谷のダム築造決る　工費 22 億円で天然岩利用　
洪水を防ぎ発電力も増強」。







　　　　　　　　　　　　　注 ：給水量は区部＋多摩地区の合計値を示す。2019 年度の 
1 日最大給水量は 8 月までの最大値を示す。
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　八ッ場ダムは 2019 年 10 月 1 日に，ダム事業の最終段階である試験湛水を開始した。湛水開始後
12 日目に巨大な台風 19 号（ハギビス）が襲来し，八ッ場ダムは 3 日後の 10 月 15 日に満水となった。

















　2019 年 10 月 14 日記者発表
　令和元年台風 19 号において渡良瀬遊水地等の調節池で過去最大の洪水量約 2.5 億立方メー
トルを貯留しました。
・台風 19 号における 10 月 14 日 12 時までの 72 時間雨量について，群馬県西牧野雨量観測所
で 496 ミリメートル，栃木県葛生雨量観測所で 416 ミリメートルを観測。
・この降水により，栗橋水位観測所において最高水位 9.61 メートルを観測し，氾濫危険水位
（8.90 メートル）を 10 時間近く超過する大規模な洪水が生じた。
・この洪水に対して，国管理の 4 つの調節池（渡良瀬遊水地，菅生調節池，稲戸井調節池，田
中調節池）で過去最大となる合計約 2.5 億立方メートルの洪水を貯留し，台風 19 号による首
都圏の洪水被害防止に貢献した。（下線：あしたの会）
　同年 11 月 5 日記者発表
台風 19 号における利根川上流ダム群＊の治水効果（速報）
　～利根川本川（八斗島地点）の水位を約 1 メートル低下～












































（26）　「台風 19 号，利根川における八ッ場ダムの洪水調節効果」八ッ場あしたの会 HP，2019 年 10 月 13 日掲載，
https://yamba-net.org/48931/，2020 年 10 月 19 日最終閲覧。
（27）　嶋津氏の論考は朝日新聞の言論サイト「論座」にも「八ッ場ダムは本当に利根川の氾濫を防いだのか？」との
タイトルで 2019 年 10 月 23 日に掲載。https://webronza.asahi.com/national/articles/2019102100008.html，2020
年 10 月 19 日最終閲覧。
（28）　NHK 前橋放送局，テレビ朝日サンデープロジェクトによるフェイクニュースについて，八ッ場あしたの会
HP に「八ッ場ダムの治水効果の真実――新たな二つの論考」2020 年 4 月 20 日掲載。https://yamba-net.

























　台風 19 号による各地の水害を受けて，国土交通省は 2002 年以来封印してきた堤防強化工法の採
用を決定し，流域全体で洪水を受け止める「流域治水」への転換を打ち出した。安倍政権では菅義






える容量が従来の 2 倍となり，「拡大できた容量は，建設に 50 年，5000 億円以上をかけた八ッ場
ダム 50 個分に相当」するという（29）。
　しかし，「事前放流」を行うためには正確な降雨予測が不可欠である。近年頻発している線状降
（29）　BLOGOS「洪水対策：縦割り行政を排し，新たに八ッ場ダム 50 個分の洪水調整機能を確保」菅義偉，2020 年






























（30）　2020 年 8 月 25 日，国土交通省と熊本県が開催した球磨川豪雨検証委員会において，国交省は球磨川水害の時
点で「川辺川ダムにより想定される効果」について報告，川辺川ダムが洪水流量を大幅に減少できたとする試算結
果を報告した。
